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「JGS 　1421：孔 内水平載荷試験方法」 お よび rJGS　1521

平板載荷試験方法」 の
一

部改正案につ い て

地盤 の

地盤工 学会基 準部
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． 　，　 　 　 ． F

D 　一．匚　 ． 　 一 　 　 　 ． II ．　一 　 1 ． 　 ま え がき

1995 年に 施 工 さ れた慓 記 の： i つ の地盤 工学
会
基準 （以下

基 準と いう） について， 」基 準部 ， 土 質 調 査規 格・基 準検

委 員 会お よ び関連 する小 委員会 （ サウン デ ィング・ 載荷 試験

委 員会
）

に お いて ．見 直しの 検 討 を 行っ た 。そ の 結果， 単

の
表記 をSI に 統一する と と もに，同 種の 基準 に関す る 書

・ 表 記の 統一， 国際 規格の動向を 踏ま
え

た寸法 等 に 関する

容 範 囲 の 明 示 お よび 規 定 内容

補足 等 ，内 容 に関 して一 部修 正 を 行う改 正 案 を こ こに提案する

の で ある 。 　誌 面の 制 約 も あり， 以 ト には 改 IE 案 全 ． 文

はなく， 変更点 の みを 対 比表 の 形式 で 提 示し て い る 。現 行

基 準 の 詳

につ い て は ， 「 地 盤調 査 法 」 第6 編 第 9 章お よ び 第8編第 2章
参 照さ れ たい。 　 ここ に公 示する改正案に つい ての 意 見

，書 面 にて 2003 （平 成15 年） 年 1月3 旧ま で に地 盤工

会基 準 部宛 にご提 出い ただ きたい。

出さ れたご意見

関係委 員会およ び基準部で 検討し， 基準の

事

お

て

定

る

2．改 　正　案 2．1JGS 　1421 孔内

平 載 荷 詞ｱ 方法 あ 方 も は

B2 ．2JGS@t52t地盤の平板 載 荷 試 験 方法 項 　目<TAB>現　行 　基 　準<TAB><TAB>改　 　正　　案<TAB>一

．　備 　 　考<TAB>英文タイ 　　　　． トル<TAB>…

Eth ・d　f ・・M・a，u，i。g　D。f 。，m。bnity 。f　S 。llGrond

　by 　Plate 　 L阻din 暮 <TAB><TAB>MethQd　fo

r 　 Pla

@Lad 　Test 　 on 　Soil 　 Grou<TAB> 　　 　　　 @ 　　　　 　　．： 。他 の

E ソ

ディン
O ・載 荷試験　 に 統一．<TAB>単位<TAB>SI単

位 を 正 と し ，従 来単 位 を〔

pで
ｹ 記。 <TAB><TAB>｛ ｝ の削 除。 <TAB>・ 従 来 単 位 ｛　 ｝

の 削 除。 <TAB>本文1 ．2<TAB>構造 物 基礎
n 盤の変 形特 性およ び 支 持 力特 性

を求め る試験に適用 する 。<TAB>．D

ﾏ 形

特性および攴持

ﾍ 特性を求めることが必要 と
さ
れる 構造 物基 礎

地 に
適用 する。<TAB>。

内容の
ﾏ更：他
の基準と 同様にを 地盤 〔「構 造

  b
地 盤 」 ） <TAB>
と

{ 文1、 3　 　 ．一 <TAB>　 　　　　　 　　　　 　

一．．単位 面 積 当 た り… <TAB><TAB>・ 単 位面
あたり・． ・ <TAB>　　 ． ．。 用 語の表記 法に 基づ

く修 正。<TAB>本 文 　　 　　 i2 ． 1<TAB>直

a30cm
以 h の

円形
とし，ト下 面が 平 滑で 厚さ 25

m

上 の 鋼 板 が 望 ま し い 。 <TAB><TAB>直 径 300mm

上 の円 形 の 鋼板 。 上 卜 面が平 滑 で厚さ25mm 以

の も

が 望 まし

。<TAB>
寸法をmmに

一。 ・JGS の 書式 に 基づく修正 。<TAB>．

　 　 　 　 　 　 　　 　

　 　 　
　

　　 　 　

置 にあた・ては
瀬
倒しないよう1 ・

…削 除 る 。

した。 本 文 2． i3 ） ・設 1 上の 留意点で

るた め ，付 帯条項に 記 載 す る こ と
とし た 。 アン カー を 便用 する 。 状ば ね型力 言

． ま た は 荷 重 計を 用 も つ 鋼 板 を 用いる 。

ﾀ 荷 重 また は ア ソ カー。 。JGSの 書式 に 基 づ く修 正 。

原則 して環 状ばね型力計
ま

たは ロードセル

・用語
の
修正 ： 用 語 （ 荷 重 計） の 重腹部 分 を 　 　　 　 　 　　 　
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項 　 目

本文

2．4CS〕
10．Ol〜e．001

　
mm 目盛，測 長30　mm 以 ヒの ダ

イヤ ル ゲ ー
ジ ，．

位計 を 用 い る。

記 載 な し

現　行 　基 　準

また は こ れ に準 ず る性能 の 変

改 正 案 備　　 　　 　考

ヒの ダ 最 小 目盛 0、01mm 以下，測長 30mm 以上 の 。条件 の 変更 ： 0．01mm 目盛の 使用 が

能 の変 ダイヤ ル ゲ ー
ジ，また は こ れに 準ず る 性能の CEN の 精 度 （2％ 以 内 また は 0．1m

変位計 。 満足 す る 。
・JGSの 書式 に基 づ く修正。

守 ・験・ 蝣 ・ 設飜 図
一1に

一
・
”e．

卩
も

付帯条項

2，

付帯条項 　　　 　　反 力装 置お よび載 荷ば りの 取 付け 例 　図
一1　 試験用 具 の 設置例

図
．．2

付帯事項

2．1　 　 ．が 用い られ るが ，・．．　 　 　　 　　 　　 　　 板が 用 い られ るが ，・．．

同．E 　　　　　製 作精 度 は 1〆10DO程 度6つもの とし．

同上 　　　載荷 板の 例 を図
一1に 示 す 。　　　　　　　 載荷板の 例 を図

一2に 示 す。

図
一1　 1図　 1　　　　　　　　　　　　　　　　 図

一2

　　　　　・
図 の 単位 ； （単位 ； c皿 ）　　　　　　　　　 ・図の 単位 ： （単位 ： mm ）

　　　　 ［
・寸怯 表 記 1 ヱ〕＝30，鋼 板厚 さ25mm

。現 行慕準の 図
一2が試験 用 具全体 例を示 L

てお り，配置を変 史 した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
一 一 一

晦
一 一 一 一 ．

　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 ・内容 に 適 した タ イ トル に 修 iF。

載 覯 ・，
．
一謝 ・齠 ・一 ・ iv形 ・ 咽驫 蠧π二

・豪 ・・緬 一 ・ 円形珂 ・欄 出・ ・概 　 　
一

癬 　 　 　 飛繖黜 瑠謝
・颪 圃 癰窓灘 霧 灘 鶸 芒

」　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一一 一L竺 ・

　・配置変 更に 伴 う図 番の 変更。

1・配置 皴 に 伴 う図 番 の 変 更 ．
・寸法 単位の 統

一
：他の 基準 と同様に用 具の

付帯 条項 ．記載 な し

2．2 

付帯 条項

2．2〔4｝

「 碁鬻 譜一
一

　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　 る。

汁 艇 諞 艟 商 。 ，、の 、膏 ミ、广 1、、鋸 羸 件 。磊 翼 め蕨 ．
1軌 歓 鰈 件 を満 た す 切 とす る 。

付帯 条項

1：謬〕

譚 事剣
2．3

載荷 装置 の 例 を図 　 2 に示 す。
．

寸諭・

荷重 計 の 容 量 は ，計 画 最大 荷 重の 1．2〜2倍

　範 囲 とし，精度 は最人 荷重 の ± 1％ 以 内 と

　 Do

本．文
3．2（1）

本文

3．2 

　　
十
　

．・「次の 条件 亅に規 定 して い る 内容 と重 複 す

　 　　る 部分 の 削除 ．
　 1 ＿ 　　＿ 一　 ＿ ．　　 一．．　　 ＿　．
　 　 ・図の 配置変更に 伴 う削除。

．
荷重 計 の 容量 は ，

とす る。

　　　　　　　　計画 最大 荷重 の 1．2〜5 倍

。anveと し蒲 度 は最 緬 動 ． 2．5％ L炳 1
・条件 の 変更 ：実務 的 に荷重 計 を選 択 で ぎ る

範 囲 とし，CEN の 精度 （5％以 内）を 満 足

す る。

文

3一
文

4

本

翫

　

　

本

翫

本文

3．4  

本文

3．4〔4）

試験 櫨 面は1載 荷佞酬 1扁：ら1．Om 肚 載荷板 a）中心 か ら1．。 m 肚 囑 囲 を試 験地「 πGS 曙 式 ｝．m つ く修正e
の 範 囲を 水 平に 整地 す る。

な い よ うに 養牛 す る。

．
盤 面 と して 水 ’［t に 整地 す る。

試験地盤 面 は ，試験期 間中地盤状態 が 変化 し　試験期 間中地盤状態 が 変化 し な い よ う に 試験 1・同 1二。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地 盤 面 を養生 す る 。

載荷板 は ，整形 した 試験地 盤面 に ，
様に密着 す る よ うに設 置す る。

水平 で
・

整形 し た試 験地盤面 に ，水平 で

る よ う に載荷板 を 設置 す る。
様 に 騰

引
剛゚ ・

．載荷方法 は ，試験 目的 に応 じて 荷重制 御 に よ

ず れ かを選 定 し以下 の 手順 で行 う。
る段 階繍 荷 あ る い は 段 獣 鞭 し靹 4測 あ る い 鰕 階燃 返 し 舗 の 、

・，ず れ か 筋 法 1
試験 目的 に 応じて 荷重 制御 に よる 段階式載荷

を選定 し，以下 の 手順 で行 う。

・
同 L。

　 荷重 は ，計画 最大 荷重 を 5〜8段 階ず つ 等分

　 に 載荷 す る。

1瞬 飾 緬 融 ・『

計 画 最大荷 重 を 5〜呂 段階 に 等 分 して ，
を段階的 に 載荷 す る。

「
・荷 ・・儒 磯 … 一

荷重卩 ・

・用語 の 修 iF．。

本文

3、4 
所定 の荷 重段階 で 3回程度 の 繰返 し回数 で実

施す る。
所走の 荷重 段階 に つ い て 3 回程度の繰 返 し回

数で実施す る。

・表現 の 修正 。

付帯条項

3．．

　試験 の 実施 にあた って は，事前の 実施計 画に

　従い ，・
二

試験の 実施に あた ワて は，事 前に 実 施計画を

作成 し ，
・表現の 修正。

付帯条項

4、〔2｝
記載 な し 地盤反 力の算定式 は，量記 弓

・
ご と に 異な る 単

位 を用 い て い る。こ の 組 合 せ と異 な る 単位で

計算す る場 合は，単位 の換 算が必要 で あ る。

・
算定式 を構 成す る 量 ご とに 優 用す べ き単

が 異な っ て い る た め ，計 算に あた っ て の

意事 項を追加 した 、　　　　　　　　　　　　　　　　　．．
本文

5．　　　　1

（U本基 準 と部分 的に 異 な る試験方 法 を用 い た

　場 合は，その 内容

〔1｝の記載 順を 「σ）その 他特記 すべ ぎ事項」 の

直 前に移 し，他の 項 円を順次繰 り上 げ る 。

・「土質 試験 の 方法 と解説 」 の 表記 に 統
一。
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